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表皮化のおこり方と創の収縮

創が治癒するためには、創表面が表皮で覆われることが必要です。ではこの表皮化

とはどのようなメカニズムでおこるのでしょうか。

皮膚の解剖

皮膚は表面から、表皮層・真皮層・皮下脂肪層の順で構成されています。ここで体

表を被う表皮に注目してみます。表皮は表面は角質層といってケラチン（角質）で被わ

れています。角質はすでに壊死した表皮で、アカとなって脱落する前の最期の姿です。

では表皮はどこで作られるのでしょうか。それは表皮層の一番下層で真皮層に接する一

層の細胞からできてくるのです。

表皮は表皮層の一番下（これを基底層と呼ぶ）の細胞分裂によって作られるのです。

この基底層は皮膚の付属器である毛嚢（毛穴）や皮脂腺、汗腺にも存在します。毛嚢は

真皮層の一番深いところまで延びていますので、毛穴がある部分では表皮を作る基底層

は真皮層の深いところまであるということです。

　　

表皮化のメカニズム

さて、この基底層が真皮層の深いところまであるというところが大変大切です。傷

の深さによって表皮化の仕方が違ってくる原因になります。傷が真皮層までであると、

創傷面には毛穴が露出した状態になります。つまり基底層が創傷面に散在する状態です。

基底層は分裂能力のある表皮細胞でできていますから、創傷面の全面で表皮化が進行し

ます。つまり速く表皮化が完成するのです。しかもこの時には毛嚢や汗腺も再生します

ので出来上がりは組織損傷を受ける前の状態と同じになります。

さて、では真皮層を越えて皮下脂肪層までの創傷ではどうでしょうか。このような

状態では、もはや創傷面には毛穴はなく、したがって基底層は存在しません。基底層の

あるのは創傷面の一番端っこの所だけです。したがって表皮化は創傷の辺縁部からのみ

しかおきません。時間がかかります。さらに表皮細胞が横方向に延びるためには、足場

としてのコラーゲンの存在が必要です。皮下組織にはコラーゲンはほとんどありません。


